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鳴門教育大学授業実践研究
－学部・大学院の授業改善をめざして－
第１５号　２０１６
１．日本語教育に関する様々な事業について
１．１．国レベルの取り組み
　「生活者としての外国人」ⅰに対する日本語教育につい
て，平成１２年に国語審議会ⅱより答申された「国際社会
に対応する日本語の在り方」において，１．地域における
外国人の日本語学習支援，２．海外における日本語学習支
援，３．国内外を通じた学習支援のための基盤強化，が挙
げられている。
　この国語審議会の答申を受け，地域における外国人に
対する日本語学習支援の充実のため，国内では，その主
な担い手である日本語ボランティア活動支援の充実が図
られるとともに，海外においては，日本語教師派遣や，
海外からの外国人の日本語教師の研修生受入れ，更には
国内外に向けてインターネット等を活用した日本語教育
の情報提供が実施されてきた。
　次に，文化庁の日本語教育施策について述べるⅲ。文化
庁は，日本語教育の実施に対する支援，日本語教育を行
う人材の育成，各種の調査研究などを通して，国内に定
住している外国人に対する日本語教育を推進している。
　代表的な事業として，ここでは，「「生活者としての外
国人」のための日本語教育事業」を挙げる。これは，平
成１９年から，「日本国内に定住している外国人等を対象
とし，日常生活を営む上で必要となる日本語能力を習得
できるよう，地域における日本語教育に関する優れた取
組の支援，日本語教育の充実に資する研修及び調査研究
を実施することにより，日本語教育の推進を図ること」
を目的に行われているものである。
　具体的な事業内容は表１の通りである。これらの事業
には，文化庁のウェブページ（引用・参考資料⑸）や戎
田他（２０１５）を見てもわかるように，毎年多くの団体・
機関が応募している。
　「生活者としての外国人」に対する日本語教育に関する
代表的な資料には次の６つがあり，いずれも，外国人が
日本で生活をする上で必要となる能力を育成するための
手助けとなるものである。
①　文化審議会国語分科会（２０１０）
　『「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準
的なカリキュラム案について』
②　文化審議会国語分科会（２０１１）
　『「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準
的なカリキュラム案活用のためのガイドブック』
③　文化審議会国語文科会（２０１２a）
　『「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準
的なカリキュラム案　教材用例集』
④　文化審議会国語分科会（２０１２b）
　『「生活者としての外国人」に対する日本語教育におけ
（キーワード：生活者としての外国人・安心安全に暮らすために必要な日本語）
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＊＊＊四国大学全学共通教育センター
＊＊＊鳴門教育大学人文・社会系教育部
吉川　巧也＊，酒巻　伸江＊，林　ななみ＊，
元木　佳江＊＊，田中　大輝＊＊＊
徳島で暮らす外国人のための日本語教育
－－日本での生活をより安全に・豊かにするためには－－
表１「生活者としての外国人」のための日本語教育事業
事　　業　　内　　容名　　　　　称
「生活者としての外国人」に対する日本語教室の実施，その実施のために必要な指導者等の人材
の育成・研修及び学習教材作成業務。
A地域日本語教育実践プログラムA
多様な機関等との連携・協力を図り，「生活者としての外国人」に対する日本語教育の体制整備
を推進する業務。
B地域日本語教育実践プログラムB
地域において日本語指導者に対する指導的な立場を果たす者を対象とした研修業務。
（平成２２年度～）
C地域日本語教育コーディネーター研修
地域の実情に応じた日本語教育の総合的な推進体制の整備について，各地の取組の把握・分析
及び推進体制の整備に関する効果を検証する調査研究業務。
D地域日本語教育の総合的な推進体
制の整備に関する調査研究
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吉川　巧也，酒巻　伸江，林　ななみ，元木　佳江，田中　大輝
る指導力評価について』
⑤　文化庁文化部国語課（２０１３a）
　『「生活者としての外国人」のための日本語教育ハンド
ブック』
⑥　文化庁文化部国語課（２０１３b）
　『「生活者としての外国人」のための日本語教育ハンド
ブック』
　①の資料では，生活上の基盤を形成するうえで必要不
可欠であると考えられる行為の事例と，それに対応する
学習項目及び社会・文化的情報が列挙されている（医療
機関で治療を受ける，災害に備え対応するなど）。②の資
料では，学習内容と生活が結び付き，行動中心の教室活
動が展開できるように，具体例（『〈教室活動の展開例〉
⑴医師の診察を受ける』では，教室活動の内容（体の部
位の名称，症状を表す表現を確認するなど））とサポート
情報等（参考資料，活動方法など）が挙げられている。
また，④の資料は，学習者が自身の日本語学習状況を把
握し，今後の日本語学習の目標や計画を立てられるよう
にするなど，学習者の継続的な日本語学習を支援するも
のである。これは，住居や教室の移転があっても次につ
なげやすいことに加え，学習者が自身の能力について確
認することができ，仕事に就くときに説明しやすい点な
どから有益であると言える。
１．２．徳島県内の取り組み
　現在，徳島県内で日本語教室を開いているところには，
公益財団法人徳島県国際交流協会（Tokushima 
Prefectural International Exchange Association：以下，
TOPIAと呼ぶ）および，TOPIAから委託を受けている
阿南市国際交流協会，藍住町国際交流協会，吉野川市国
際交流協会ⅳ，NPO法人美馬の里がある。いずれの教室
も『みんなの日本語　初級Ⅰ』，『みんなの日本語　初級
Ⅱ』（いずれもスリーエーネットワーク）を活用し，年
４０回の授業を行っているⅴ。この他，徳島市国際交流協
会，石井町国際交流協会，JTM（Japanese Teaching 
Masterclass）とくしま日本語ネットワークⅵ，鳴門教育
大学の学生ボランティアグループなどが日本語教室を開
いている。
　この他には，文化庁の事業として，TOPIAと徳島県
との協力により，約１０年前から徳島県内の各地で「日
本語指導ボランティア養成講座」が行われている。近年
では，平成２５年度に藍住町国際交流協会とNPO法人美
馬の里，平成２６年度に石井町国際交流協会，平成２７年
度に徳島市国際交流協会が，それぞれ日本語指導ボラン
ティア養成講座を開催しているⅶ。
　１．１節で述べた「「生活者としての外国人」のための
日本語教育事業」は徳島県でも活発に活用されている。
徳島県の事業について，戎田他（２０１５）が平成２６年度
までの内容をまとめて表にしており（p.５１），それに平成
２７年度の事業を追加したものが表２である。
　具体的な事業内容として，「できる！わかる！！なかよ
し！！！日本語教室」（平成２４年度，小松島市国際交流
協会）では，日本語教室において，漢字・日本語能力試
験の受験勉強など，学習者の希望に沿った日本語学習を
行うことを目標とし，授業では仕事での敬語の使い方，
宅急便の伝票の書き方，お茶の出し方など生活に密着し
た内容を扱った。また「徳島で暮らす外国人のための日
本語教育事業」（平成２５年度，JTMとくしま日本語ネッ
トワーク）では，仕事をしている人や学校へ通う子供も
参加できる日曜日に，新聞を読む活動や徳島の名所紹介，
阿波の民話を読み聞かせる活動を行ったりした。
　このように，徳島県内では，継続的に，様々な形態で
日本語教育・日本語支援活動等が行われている。本研究
では，このうち，徳島で暮らす「生活者としての外国人」
のための日本語教育において，近年，特に先導的な役割
表２　これまでに徳島県内で行われた，文化庁「「生活者としての外国人」のための日本語教育事業」
教室・講座・取組の名称委　託　団　体事　業　部　門年度
わかる！できる！！日本語教室小松島市国際交流協会日本語教室設置運営平成２１
わかる！できる！！日本語教室２０１０小松島市国際交流協会日本語教室設置運営平成２２
わかる！できる！！日本語教室２０１１小松島市国際交流協会日本語教室設置運営平成２３
親子にほんご寺子屋JTMとくしま日本語ネットワーク日本語教室設置運営平成２３
外国にルーツを持つ子どもたちのための日本語指導
者養成セミナー
JTMとくしま日本語ネットワーク日本語指導者養成平成２３
親子のための日本語教育プログラムJTMとくしま日本語ネットワーク地域日本語教育実践プログラムA平成２４
外国人生活者の地域順応支援プログラム（わかる！で
きる！なかよし！日本語教室）
小松島市国際交流協会地域日本語教育実践プログラムB平成２４
徳島で暮らす外国人のための日本語教育事業JTMとくしま日本語ネットワーク地域日本語教育実践プログラムA平成２５
徳島で暮らす外国人のための日本語教育事業徳島県地域日本語教育実践プログラムA平成２５
徳島で暮らす外国人のための日本語教育事業徳島県地域日本語教育実践プログラムA平成２６
徳島で暮らす外国人のための日本語教育事業徳島県地域日本語教育実践プログラムA平成２７
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徳島で暮らす外国人のための日本語教育　－－日本での生活をより安全に・豊かにするためには－－
を担っているTOPIAをフィールドとして，調査および
授業実践を行うことにした。
１．３．TOPIAの取り組みⅷ
　TOPIAは，平成２年６月に，「地域レベルでの国際交
流・協力を推進する」という目的の元に発足した。平成
２５年４月に財団法人から公益財団法人に移行し，その後
も在住外国人への支援をはじめ，県民への多文化理解の
促進・情報提供，国際交流団体やボランティアへの活動
支援など，県民と外国人が互いに理解し住みやすい環境
づくりのための支援を行っている。
　主な事業は次の通りである。
　上記のうち，本研究と関わりの大きい「A　多文化共
生」の日本語学習支援について述べる。日本語教室は，
平成２年のTOPIA設立当初より開設されており，現在
は初級の日本語学習支援を行うクラスと，学習者のニー
ズに合わせて学習内容を設定するクラスがある。前期（４
月から９月）２０回，後期（１０月から３月）２０回で，教
科書は主に，『みんなの日本語　初級Ⅰ』と『みんなの日
本語　初級Ⅱ』を使用している。TOPIAで年間を通し
て行われる授業は次の通りである。
　A特別入門クラスは通年で開かれており，TOPIAのス
タッフが担当している。B，C，D，Eの入門から初級の
クラスは教室型授業で，日本語教育の専門家が講師とし
て配置されている。Fのグループレッスンは，県が
TOPIAに委託した日本語指導ボランティア養成講座を
修了したボランティアが担当している。
　平成２７年度は，この毎週行う授業に加え二つの集中講
座を開講した。一つは初級の日本語を修了した学習者や
修了レベルにある学習者を対象に，中級に進むための復
習を目的とした集中講座である。もう一つは，県内の学
校で英語指導助手として働く外国人をターゲットに，日
常的な会話力の向上を目的とした集中講座である。
　ここで述べた日本語支援の他に，７月下旬に，TOPIA
主催で小学生から高校生の外国人を対象に，JTMとくし
ま日本語ネットワークと協力して夏休み子ども日本語教
室を開催している。
　また，表３の「A　多文化共生」にあるように，TOPIA
は日本語教材の作成も行っており，実際に授業でも使用
している。
　１つ目は，『平成２５年度　徳島で暮らす外国人のため
の日本語副教材　ええじょ！とくしま』である。徳島県
の地図を載せるとともに，主要施設や観光名所，食文化，
伝統工芸，方言も扱っている。
　２つ目は，『平成２５年度　徳島で暮らす外国人のため
の日本語副教材　とくしままるごと地図』である。これ
は，『平成２５年度　徳島で暮らす外国人のための日本語
副教材　ええじょ！とくしま』の徳島県の地図に県の情
報が付されたページ（pp.１－２）を拡大したものである。
いずれも徳島の魅力が詰まったものであり，外国人が徳
島を知るのに有効な教材である。
　３つ目は『平成２６年度　徳島で暮らす外国人のための
日本語副教材　徳島で暮らす１２か月（行事編）』である。
日本語のテキスト（カラー），英語訳，中国語訳で書かれ
表３　TOPIAが行っている主な事業
主な活動活動一覧
・生活相談（英語，中国語，日本語で対
応を行っている。）
・日本語教室を開講（日本語学習支援，
教材の作成）
・防災意識啓発（防災のノウハウを，や
さしい日本語，中国語，英語のいずれ
かで説明する「防災出前講座」を行っ
ている。）
・日本語指導ボランティア養成講座を
開講
・とくしま外国人支援ネットワーク会
員（地域の国際交流と国際理解を促進
し，多文化共生のまちづくりを実現す
ることを目的としてボランティアの
登録を行っている。）
A多文化共生
・日本語弁論大会を開催
・中高生夏期英語セミナ （ー徳島県内の
JETプログラム参加者の協力を得て，
中学生，高校生を対象とした「中高生
夏期英語セミナー」を開催している。）
・国際理解支援講師の派遣（学校などが
行う国際交流事業などに講師（県内在
住外国人等）を派遣している。）
B国際理解
・窓口および電話での相談，案内（徳島
県内在住の外国人及び旅行等で来県
する外国人などに生活相談や観光案
内を行っている。）
・図書コーナーの設置（英語，中国語，
日本語，そして諸外国語の様々な本や
雑誌がある。貸し出しも可能。また，
不要になった本や雑誌の寄付も受け
付けている。）
・インターネットサービス（パソコンの
設置。また，無料Wi－Fi環境を整
備している。）
C外国人お役立ち情報
・国際交流に関するボランティアを募
集（語学，災害時通訳など）
・ボランティア紹介の依頼への対応
D人材マッチング
表４　平成２７年度前期クラス
曜日主な学習内容クラス
木曜日ひらがな・カタカナA特別入門
金曜日日本語の基本的な表現B入門
火曜日動詞の活用形を使った文型C初級Ⅰ
日曜日可能，意向，命令，禁止，条件表現D初級Ⅱ
木曜日理由，受身，使役，敬語表現E初級Ⅲ
水曜日
日曜日
レベルに合わせてグループを作
り勉強。
Fグループレッスン
－５０－
吉川　巧也，酒巻　伸江，林　ななみ，元木　佳江，田中　大輝
たものがある。４月～３月までの一般的な行事や，徳島
ならではの行事（とくしまマラソン，マチ☆アソビや阿
波踊り等）や習慣なども扱っているⅸ。
　これらは，日本語学習者が徳島での生活を少しでも円
滑にすることが出来るよう配慮した内容になっている。
２．本研究の実践①（アンケート調査）
　TOPIAにて授業実践を行うにあたり，学習者の日本語
レベルや学習ニーズを把握するためにアンケート調査を
行った。質問項目は，「日本語でできること」，「日本語で
勉強したいこと」などで，実施したのは平成２７年９月
ごろであった。回答者は５名であった。
　アンケートの結果，日本語でできることに関する質問
の回答結果は以下の通りであった。
　日本語で勉強したいことについては，「地震・火事など
緊急事態のときに使う日本語」，「飲み会で使う日本語」，
「病院で使う日本語」，「電話で使う日本語」，「市役所，郵
便局，銀行などの施設で使う日本語」などがあがった。
この中から，「地震・火事など緊急事態に使う日本語」と
「飲み会で使う日本語」と「病院で使う日本語」に対する
希望が特に多かったため，本研究ではこれら３つのテー
マを２回にわけて扱うことにした。
３．本研究の実践②（授業実践）
３．１．授業実践Ⅰ
３．１．１．単元設定
　日本で生活を営んでいる学習者が日本で安全に暮らす
ために，緊急時に必要な日本語を学習することにした。
授業は，「病気」，「事故」，「災害」の３つのトピックで各
１時間ずつ行うことにした。授業では，各トピックに関
する言語表現や日本事情を扱うことにした。１時間目「病
気」は，日本の健康に関する情報や自分の健康状態を知
り，日本語で情報交換ができるようになることを目標と
した。２時間目「事故」は，日本の交通標識を理解し，
事故に遭った場合の状況説明ができるようになることを
目標とした。３時間目「災害」は，自然災害について理
解し，災害が起こった場合に慌てないで準備ができるよ
うになることを目標とした。
３．１．２．実践の概要
　本実践は，平成２７年１１月３日㈫の午後１時から午後
４時に行われた。授業者は，元木，吉川，大道，酒巻，
林の５名であった。授業に参加した学習者は８名であり，
支援者は４名（日本語支援ボランティア）であった。な
お，本実践は，１．３節で述べた「TOPIA日本語集中講
座」の枠を用いて授業を行った。この講座は学習者のレ
ベルに応じて「入門・初級クラス」と「初中級クラス」
に分かれており，本実践は後者を対象にしている。
　本時の授業展開は，表６の通りである。 
表５　アンケート調査の結果
４名ひらがなを書くことができる
５名カタカナを読むことができる
５名日本語で簡単な会話をすることができる
２名日本語で日常会話ができる
２名日本語で自分の意見を言うことができる
１名日本のテレビ番組を見て内容を理解できる
表６　授業実践Ⅰの授業展開
学　　習　　内　　容項　　目時間展開
「病気」「事故」「災害」という言葉を知る。イントロダクション１０分１
・血圧計で血圧を測定し，自分の健康状態について知る。
・プレゼンテーション用ソフトで作成されたスライドを見て，日本および徳島県で多い病気を知る。
・「自分の国ではどのような病気が多いか」，「どのような健康法があるか」などについてグループ
対話活動を行う。
・診療科に関するプリントを見て，日本の病院について知る。
病気４５分２
１０分休憩
・授業者たちによる「自転車に乗っていて事故に巻き込まれた場面」の演技を見て，その場面の状
況を説明する。
・自転車規則を守らなかった場合の罰金額を当てる金額当てクイズに参加する。
・道路標識に関する〇×クイズに参加する。
・道路標識に関するプリントを見て，日本の交通ルールについて知る。
事故４５分３
１０分休憩
・どのような災害があるか考える。
・警報や避難勧告が出ているニュース，スマートフォンを見て，身に危険が迫っている場面を体感
する。
・避難所へ行くときに必要な物を考える。
・グループ活動を行い，「これだけは避難所に持っていく！」というものを共有し発表する。
災害５０分４
本時の振り返りを行い，授業評価アンケートに回答する。まとめ１０分５
－５１－
徳島で暮らす外国人のための日本語教育　－－日本での生活をより安全に・豊かにするためには－－
３．１．３．授業の振り返り
　学習者の日本語レベルは初級後半から上級と幅広く，
日本居住年数も１年未満から１５年と大きなばらつきが
見られたが，血圧測定体験やクイズなど活動を通した学
習が多かったこと，日本語支援ボランティアの協力が
あったことなどから，全体的に円滑に授業を行うことが
できた。
　展開２「病気」では，血圧計で血圧を測定し，その結
果を学習者同士，または日本人と共有し，自分の健康状
態を知るという活動を行った。血圧を測り終えた学習者
は，日本人，あるいは学習者同士で日本語を使って話し，
目標としていた日本語による情報交換ができていた。し
かし，日本の健康に関する情報を知るということについ
ては，プレゼンテーション用ソフトで作成されたスライ
ドの理解度に学習者の日本語レベルによる差が見られ，
一部の学習者にとっては難しかったように思われる。
　展開３「事故」では，○×クイズを通して日本の交通
標識を学んだ。これは，イラストを見れば答えを判断で
きる問題が多くあったので，学習者の日本語レベルの差
はほとんど関係なく，全員で楽しんで取り組んでいたよ
うに思う。授業後，特に重要であると思われる交通標識
を集めたプリントを配布したが，この一連の活動で，学
習者がどの程度日本の交通標識を理解出来るようになっ
たかはわからない。また，事故に遭った場合の状況説明
については，多くの学習者がうまくできており，目標を
達成できていたが，これも学習者の日本語レベルによっ
て発言の差が見られ，一部の学習者にとっては難しかっ
たように思われる。
　展開４「災害」では，休憩中のリラックスした状況の
中での「地震が来ました！どうしますか！」という呼び
かけから始まり，学習者の興味を引きつけた。また，ス
マートフォンで緊急地震速報を鳴らしたり，避難勧告を
スマートフォンの画面を通して見せたりすることで，災
害時にどのようにして情報を確認すれば良いかを考えさ
せることができた。また，災害が起こったときに避難所
に持って行くものを考え，それをボランティアを含む日
本人と共有することで，日本で災害に巻き込まれ避難す
るときには何が必要か，また，普段から何を準備してお
くべきかを考えることができた。
　授業後のアンケートの回答結果を見ると，全体的に「楽
しかった」，「役に立ちそう」などの意見が多く，ゲーム
やクラス活動を通して日本語を楽しく学ぶことができた
ことが窺えた。しかし，中には「間違いがあればすぐ訂
正してほしい」という意見もあった。ただ教室活動を通
して日本語を使うよう促すのではなく，誤用に対してど
のように対処するべきかなどを考える必要がある。
　また，今回の授業実践では，当初は外国語指導助手
（Assistant Language Teacher：以下，ALTと呼ぶ）を
対象とすることを念頭にニーズ調査等を行っていたのだ
が，この授業への参加者を募集している段階で，ALTの
参加者が多く見込めないことがわかり，急遽，対象者を
日本で生活する外国人一般に変更した，という背景が
あった。そのため，ニーズ調査を受けた学習者と実際に
授業に参加した学習者が必ずしも一致しておらず，結果
的に，授業実践後のアンケートで，一部の学習者から
「日本語能力試験を受けるので単語をもっと知りたい」，
「ビジネス日本語を学びたい」などの意見があがっていた。
３．２．授業実践Ⅱ
３．２．１．単元設定
　学習者は日本で社会生活を営んでいるため，良好な人
間関係を構築することができれば豊かな暮らしにつなが
ると考えられる。そこで本時は，誘いを受けたり断った
りする場面で，円滑な人間関係を築くための表現を学ぶ
ことを目的とした。また，模擬宴会を体験し，日本独特
の宴会文化を学ぶとともに，交流を通して日本語で学習
者同士がコミュニケーションを取ることも目的とした。
３．２．２．実践の概要
　本実践は，平成２７年１１月２８日㈯の午前１０時から午
後１時に行った。授業者は，元木，吉川，大道，酒巻，
林の５名であった。授業に参加した学習者は８名である。
そのうち，授業実践Ⅰから引き続き参加した者は３名で
あった。支援者は４名（日本語支援ボランティア）であ
る。本実践も授業実践Ⅰと同じく「TOPIA日本語集中
講座」の「初中級クラス」の枠を用いて行った。なお，
同時刻に隣のクラスにおいて，「入門・初級クラス」の授
業をTOPIAの日本語講師が行っている。
　本時の授業展開は，表７の通りである。 
表７　授業実践Ⅱの授業展開
学　　習　　内　　容項　　目時間展開
忘年会，新年会，打ち上げなど，日本で行われる宴会の種類を知る。宴会事情１０分１
・誘う場面の悪例劇を見て，改善していく。模範例を完成させた後，「誘う」の構成要素を確認する。
・ワークシートを用いて誘い方の一例を確認後，ロールプレイを行う。（本稿末の【資料１】を参照）
誘う３５分２
１０分休憩
・授業者からの誘いを断る。断り方をもとに「断る」の構成要素を確認する。（本稿末の【資料２】を
参照）
断る３５分３
－５２－
吉川　巧也，酒巻　伸江，林　ななみ，元木　佳江，田中　大輝
３．２．３．授業の振り返り
　学習者８名の日本語レベルは，初級後半から，１２月に
日本語能力試験のN２受験を目指す者までと差が大き
かった。しかし，徳島での居住年数は全員が２年未満で
あり，職場や学校以外での交流経験が少ない者が多かっ
た。学習者の中にムードメーカーがいたことから，初対
面の学習者同士でありながらも間もなく打ち解け，全体
的に和やかな雰囲気で授業が進められた。
　展開２では，部下役から部長役への「パーティーに来
たいですか？」という不適切な表現を見て直ちに「oh，
no！」といった反応を示す学習者もおり，悪例であるこ
とは理解できていた。しかし，どのように言えばよいか
という問いに対しては答えに窮する場面も見られた。「目
上の人を誘う」という設定であったため，敬語表現に捕
らわれていたようでもあった。しかし，授業者の発話誘
導により，既知の表現を用いて複数の提案を引き出すこ
とができた。
　展開３では，授業者の「明日の夜に食事に行きません
か？」という誘いを，学習者が「行けません。」「予定が
あるので……。」等と言って「断る」という短い会話を行っ
たうえで，「断る」の構成要素（「感謝」，「理由」など）
を提示した。そうしたことで，学習の理解を促すことが
できたと考える。ロールプレイや対話活動の際，緊張し
ている学習者もいたが，ワークシートや配付資料の助け
を借りて発表することができた。
　展開４では，イベントや旅行等，実際の広告やパンフ
レットを用いて，授業者と支援者が学習者を誘うという
場面を設定した結果，活発な会話が展開された。「本当に
行きたい」と話す学習者もいた。
　展開６は，別室で学んでいた「入門・初級クラス」と
合同で行った。「日本語回転寿司」，「おしゃべりタイム」と
も，テーマを決めた活動であったため，比較的，会話が
容易であったと思われる。ただ，サイコロの「今までで
一番感動したこと」の項目については回答が困難であっ
たようである。
　授業後のアンケートでは，学習内容がよく理解でき，
生活に役立つ内容であったという感想が多かった。授業
の中で対話活動や自身について話す機会を多く取り入れ
たこと等から，日本語を使用する場面が授業実践Ⅰより
増加した。加えて，学習者同士が交流する機会も増える
こととなり，連絡先を交換する場面が見られたことが印
象的であった。以上のことより，円滑な人間関係を築く
ための表現を学び，交流を通して日本語でコミュニケー
ションを行うという本実践の目的は，概ね達成されたと
考える。
　課題としては，ある学習者を何度も指名してしまった
という点が挙げられる。その学習者は大人しい性格で
あったため，活躍の機会を与えたいという意図からの指
名であったが，当人は当惑したことであろう。各活動の
目的や展開，また学習者の個性を考慮し，臨機応変に指
名相手を選択するべきであった。また，サイコロを使っ
た対話活動をする際，日常生活でコンサートに誘わない
ような相手（上司等）を誘う展開になってしまった点も
考慮が足りなかった。日本での社会生活を豊かにするた
めに良好な人間関係を構築する，という目標を念頭に置
き，より現実的な配役での練習を心がけるべきであった。
４．まとめと今後の課題
　論題にあるように，徳島で暮らす外国人が，日本での
生活をより安全に・豊かにすることができるための日本
語を知るという目的は，概ね達成できたと考える。本研
究の授業実践のように，非常時の対応や宴会での立ち居
振る舞い（乾杯や一本締めの方法など）の学習は，通常
の日本語教室では学ぶ機会が少ないと思われる。日本で
の暮らしを，日常生活レベルを越えた，社会生活のレベ
ルから豊かにするという点に注目すると，本研究のよう
な，「社会生活に必要な日本語」が学習できる授業を行う
ことは有効であると言える。
　先述したとおり，本研究では，当初はALTを対象と
した授業を念頭に置いてアンケート調査・授業設定等を
行っていたが，ALTの参加者がそれほど多く見込めない
ということで，急遽，学習者を日本で生活する外国人一
般に変更することになった。地域日本語教室では，この
ような学習者の入れ替わりや変更が頻繁に起こり得るた
め，何事にも柔軟に対応することが求められていること
・「誘う」場面が書かれたサイコロと「断る」要素が書かれたサイコロを２名が振り，出た目に応じて
ロールプレイを行う。
指導者，支援者からイベントや旅行等，実際の広告やパンフレットを用いて誘われる。その誘いを受け
たり断ったりする。
活動２０分４
・交流会の自己紹介（展開６の③）で用いる「自己紹介カード」に記入する。
・司会アシスタント，学習者代表の挨拶担当者を決める。
交流会準備１０分５
①開会の挨拶　②乾杯　③日本語回転寿司（自己紹介カードを用いての対話活動）
④おしゃべりタイム（４～５名のグループで，サイコロを振って出た目に書かれているテーマについて
話す対話活動）
⑤学習者代表挨拶　⑥一本締め　⑦閉会
模擬宴会「日本
語教室交流会」
５０分６
本時の振り返りを行い，授業評価アンケートに回答する。まとめ１０分７
－５３－
徳島で暮らす外国人のための日本語教育　－－日本での生活をより安全に・豊かにするためには－－
がわかった。今後は，フィールド協力校・協力団体との
連携をより密にし，学習者のニーズに応じた授業を臨機
応変に実施していくことが必要である。
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会の方々，そして何より，貴重な学習時間を割いてご協
力くださった学習者の皆様に感謝申し上げる。もちろん，
本稿における不備や誤りはすべて筆者らの責任である。
注
ⅰ　文化審議会国語分科会（２０１２b），p.２では，「生活者
としての外国人」とは「誰もが持っている「生活」と
いう側面に着目して，我が国において日常的な生活を
営む全ての外国人を指すものである。」と定義している。
ⅱ　文化庁「文化審議会国語分科会日本語教育小委員会
（第５回）議事次第　資料３文化審議会国語分科会日
－５４－
吉川　巧也，酒巻　伸江，林　ななみ，元木　佳江，田中　大輝
本語教育小委員会報告書骨子（案）－日本語教育につ
いて今後取り組むべき課題」（引用・参考資料⑷）から
引用した。
ⅲ　以下は，文化庁「「生活者としての外国人」のための
日本語教育事業」（引用・参考資料⑸）を引用，参照し
たものである。
ⅳ　吉野川市国際交流協会の取り組みについては，「吉野
川市国際交流協会YIA」（引用・参考資料⑺）を参照
してほしい。
ⅴ　とくしま国際戦略センタ （ー引用・参考資料⑴）の「日
本語教室（TOPIA開催分）について」を参照した。
ⅵ　JTMとくしま日本語ネットワークの取り組みにつ
いては，「JTMとくしま日本語ネットワーク」（引用・
参考資料⑵）を参照してほしい。
ⅶ　とくしま国際戦略センター（引用・参考資料⑴）の
「日本語指導ボランティア養成講座」を参照したもので
ある。
ⅷ　TOPIAの事業については，とくしま国際戦略セン
ター（引用・参考資料⑴）のウェブページを参照した。
ⅸ　TOPIAが作成した教材については，とくしま国際戦
略センター「日本語教室のご案内「とくしま」の日本
語教材について（TOPIA作製・文化庁事業）」（引用・
参考資料⑴）からアクセスが可能である。
　http://www.topia.ne.jp/docs/2015080700014/（２０１６
年１月１２日最終確認）
－５５－
徳島で暮らす外国人のための日本語教育　－－日本での生活をより安全に・豊かにするためには－－
－５６－
吉川　巧也，酒巻　伸江，林　ななみ，元木　佳江，田中　大輝
